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＜勉強するということ＞
2学期中間テストが9月2４日（火）２５（水）にあります。

「どうして勉強をするのか？」改めて考えてみましょう。教育機関紙に次の
ような掲載がありました。

①夢を見つける
勉強することで知識や情報が増え、夢が見つかりやすくなります。夢や将

来なりたい姿は、自分が知っている大人や持っている知識の中に限定されま

す。知識が少なければ、将来なりたい姿の選択肢は多いとは言えません。勉

強して知識を身につけることで将来なりたい姿を多く想像できるようになり、

夢が広がるのです。勉強する意味は複数ありますが、その中でも夢を見つけ

ることは重要な意味の一つと言えるでしょう。

②夢を叶える
夢を叶えるためには、勉強が必要な場面があります。なりたい職業によっ

ては、専門学校や大学に進学して専門的な知識を身につけなければならない

こともあります。希望の仕事に就くために、志望校合格に向けた受験（検）

勉強が必要になります。ですから、夢を叶えるためというのも、勉強する理

由の一つですね。

③自分の能力を高める
勉強することで多くの能力が高まります。言語能力・計算能力・思考力・

理解力・発想力・表現力など、さまざまな能力を身につけるためには勉強が

欠かせません。これらのスキルは日常生活や将来の仕事で必要となるため、

子どもの頃から少

しずつ身につけて

おくことが必要で

す。積み重ねてい

けば、社会人にな

ったとき優れた人

材として活躍の幅

が広がります。

④趣味や興味があることを楽しむ
趣味や興味があることの追求も、勉強する目的の一つです。趣味や遊びに

も知識が必要になります。難しい本を読もうと思えば高い理解力が必要にな

り、勉強不足では本の内容を理解するのも難しくなるでしょう。また、スポ

ーツを楽しむときも、相手に意思を伝えるための表現力や次の展開を予想す

る戦略的思考などが必要になります。勉強することで趣味や遊びの幅も広が

り、人生をより楽しめるはずです。

⑤困難に立ち向かう力をつける
勉強を通じて、困難に立ち向かう力が身につくでしょう。新しい知識を身

につけたり、知らないことを理解しようとしたりするときは、壁にぶつかっ

てつらいと感じることもあるでしょう。中でも、高校受験（検）や進学受験、

就職試験などの前には、計画的に勉強に集中する時間が必要です。当然、努

力することによって、困難に立ち向かう力が身につきます。これから先の人

生で困難な状況になっても、努力して勉強した経験が役立つはずです。

⑥自信につながる
勉強していると、さまざまな問題を解く体験ができます。難問を解いたり、

わからないことが理解できるようになったりすると、自信につながるでしょ

う。勉強は必ず人を成長させてくれます。成長する喜びを実感できるのも勉

強するメリットの一つと言えるでしょう。たとえ小さな成長であっても、日

々の積み重ねが大きな成長につながります。以前の自分と比べると、大きな

成長を感じられるはずです。

⑦視野や価値観を広げる
勉強によってこれまで知らなかったことに気づき、視野や価値観を広げる

こともできます。視野や価値観が広がるにつれて、さらに幅広いことに興味

が湧き、自分とは異なる価値観を認めるきっかけにもなるでしょう。勉強す

ることで新しい興味・関心を持つ機会が増え、自分自身の考え方や世界観も

広がるはずです。考え方や世界観が広がれば、より豊かな心で人生を楽しめ

るでしょう。

⑧人の役に立つ力がつく
勉強によって知識や技術を得れば、人の役に立つための力が身につきます。

新しいものを開発したり、勉強を教えたりと多くの人の役に立てるでしょう。

人の役に立つことで喜びを感じられ、自分自身の心が満たされます。人の役

に立つ力を身につけるためには、コツコツと勉強しておくことが大切です。

◎「勉強する意味」がわかれば、「やる気」となり、「信念」を持って勉強に
取り組み「夢」の実現に繋がる。以上の８項目を、自分のために、積み重ね
てほしいです。


